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知
症
は
病
気
で
は
あ
る
が
、完
治
は

難
し
く
、老
化
に
伴
う「
障
害
」と
し

て
、い
か
に
支
え
る
か
。そ
の
ケ
ア
の
在
り

方
が
問
わ
れ
る
。

い
つ
か
見
た
光
景
？

　

厚
労
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、こ

の
ほ
ど「
今
後
の
認
知
症
施
策
の
方
向
性
」

を
ま
と
め
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環

境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
」

と
宣
言
し
た
。改
め
て
、そ
う
強
調
す
べ
き

事
態
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
。

　

認
知
症
は
従
来
の
予
測
を
上
回
り

2
0
1
0
年
で
2
8
0
万
人
を
数
え
、25
年

に
は
4
7
0
万
人
に
達
す
る（
同
省
推
計
）。

し
か
も
、
精
神
病
院
入
院
が
96
年
の
2
・

8
万
人
か
ら
08
年
で
5
・
2
万
人
に
急
増
し

た（
10
年
時
点
の
所
在
内
訳
は
医
療
機
関
全

体
で
38
万
人
、在
宅
1
4
0
万
人
、特
養
ホ
ー

ム
41
万
人
）。

　

こ
の
病
院
頼
み
の
傾
向
が
拡
大
す
る
と
、

ど
ん
な
事
態
が
待
ち
受
け
る
の
か
。

　

1
9
7
3
年
か
ら
始
ま
っ
た
老
人
医
療

費
の
自
己（
窓
口
）負
担
無
料
化（
82
年
ま
で
）

が
歴
史
的
な
教
訓
と
し
て
よ
み
が
え
る
。

　

自
己
負
担
が
な
く
な
っ
て
病
院
の
待

合
室
は
老
人
で
賑
わ
い
、“
常
連
客
”の
間

で「
あ
の
人
、今
日
は
来
て
な
い
ね
、病
気

か
し
ら
？
」と
い
う
有
名
な
ジ
ョ
ー
ク
ま

で
生
ま
れ
た
。

　

入
院
費
も
全
額
を
保
険
制
度
に
請
求

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、列
島
全
域
に
老

人
病
院
が
続
々
と
出
現
し
、検
査
漬
け
・

薬
漬
け
の
傾
向
に
も
拍
車
が
か
か
っ
た
。

　

医
療
機
関
の
儲
け
主
義
を
批
判
す
る

だ
け
で
は
済
ま
な
い
。医
療
機
関
に
代
わ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
見
当
た
ら
な
い
時

代
で
あ
っ
た
。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の「
在
宅

三
本
柱
」が
整
い
始
め
る
の
は
、90
年
度

開
始
の「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」（
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
10
か
年
戦
略
）以
降
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
制
度
化
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

自
立
困
難
な「
障
害
者
」

　

2
0
0
0
年
度
施
行
の
介
護
保
険
制

度
が
画
期
的
と
さ
れ
る
の
は
、自
立
が
難

し
い
高
齢
者
を「
患
者
」で
は
な
く「
障
害

者
」と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
だ
。つ
ま
り

認

歴史の教訓と
介護保険の原点

新 た な 認 知 症 施 策

社会保障
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日
常
生
活
の
支
援
を
重
視
し
、病
院
に
代
わ

る
生
活
の
場
の
確
保
を
意
味
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
認
知
症
の
症
状
を
正
確
に
把

握
す
る「
診
断
」は
不
可
欠
だ
が
、完
治
を
望

む
の
は
難
し
く
、「
治
す
」よ
り「
支
え
る
」こ

と
が
大
事
に
な
る
。認
知
症
対
応
の
病
院
頼

み
も
自
己
負
担
の
有
無
は
別
に
、受
け
入
れ

先
や
本
人
・
家
族
へ
の
支
援
が
不
足
し
て
い

る
点
で
は
時
代
を
超
え
同
じ
構
造
で
あ
る
。

　

英
国
も
認
知
症
対
策
で
後
れ
を
と
っ
た
が
、

軽
・
中
度
の
段
階
で
、ど
ん
な
暮
ら
し
の
場

を
望
む
か
を
聴
き
、希
望
に
添
う
支
援
計
画

を
義
務
付
け
た
。そ
の
う
え
で
2
0
0
9
年

か
ら「
国
家
認
知
症
戦
略
」を
始
め
た
。予
算

の
獲
得
に
は「
節
約
の
た
め
の
投
資
」が
強

調
さ
れ
た
。

認
知
症
が
問
う
支
え
合
い

　

今
回
の
提
言
は
、不
適
切
な
薬
物
使
用
、

精
神
病
院
へ
の
長
期
入
院
、退
院
後
の
受
け

入
れ
先
の
絶
対
的
不
足
な
ど
の
問
題
点
を

分
析
し
、5
つ
の
重
点
施
策
を
挙
げ
た
。

　

①
早
期
診
断
と「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

に
よ
る
早
期
ケ
ア
、②
薬
物
療
法
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
、③
一
般
病
院
や
施
設
で
の
処

遇
困
難
な
認
知
症
患
者
に
対
す
る
外
部
の

専
門
家
に
よ
る
ケ
ア
、④
精
神
病
院
に
入
院

が
必
要
な
状
態
像
の
明
確
化
、⑤
退
院
支
援
・

地
域
連
携
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス（
診
療
計

画
）の
作
成
と
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
。

　
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」は
、「
認

知
症
で
は
な
い
か
」と
家
族
ら
が
不
安
を
覚

え
た
段
階
か
ら
看
護
師
、保
健
師
、作
業
療

法
士
な
ど
が
自
宅
を
訪
ね
て
相
談
に
乗
る（
各

地
の
介
護
保
険
制
度
の「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」に
配
置
）。

　

現
行
の「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」

（
主
に
大
病
院
併
設
で
1
7
1
カ
所
）は
、困

難
事
例
、夜
間
緊
急
、身
体
合
併
症
へ
の
対

応
に
限
定
さ
れ
、診
療
所（
か
か
り
つ
け
医
）

を
主
軸
に
す
る「
身
近
型
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
」が
創
設
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
も「
医
療
モ
デ
ル
」か
ら「
生
活
モ

デ
ル
」へ
の
転
換
で
、同
省
は
来
年
度
か
ら

5
カ
年
計
画
で
再
構
築
に
取
り
組
む
。い
か

に
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ
ノ
を
確
保
す
る
か
、難
問

が
待
ち
受
け
る
。厚
労
省
も
自
ら
内
部
の
壁

を
取
り
払
い
医
療
・
介
護
・
地
域
福
祉
の
連

携
・
総
合
化
を
迫
ら
れ
る
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
65
歳
以
上
の
約

13
%
に
達
す
る
2
0
2
5
年
度
は
、中
学
校

校
区
単
位
の「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
」の
構

築
時
期
と
重
な
る（
在
宅
重
視
の
構
想
・
表

参
照
）。認
知
症
ケ
ア
が
、こ
の
地
域
ぐ
る
み

支
え
合
い
の
成
否
を
分
け
る
だ
ろ
う
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授

を
経
て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）

「
福
祉
マ
ガ
ジ
ン
」編
集
長（
毎
月
第
2
週
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放

映
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

利用者数
在宅介護
   うち小規模多機能型
   定期巡回・随時対応型
居住系
   特定施設（有料老人ホーム等）
   グループホーム
介護施設
   特養ホーム
   老健施設・療養型病床

426 万人
304万人
5 万人

　12年度新設
　31万人
　15万人
　16万人
　92万人
　48万人
　44万人

641 万人（1.5 倍）
449万人（１.5 倍）
40 万人（8.1 倍）
15万人            
61 万人（2.0 倍）
24 万人（1.6 倍）
37万人（2.3 倍）
131 万人（1.4 倍）
72 万人（1.5 倍）
59万人（1.3 倍）

　※利用者数は介護予防等で３％減・入院から介護移行で14万人増

2011年度 2025年度
（11年度比）

介護サービス体制の改革（厚労省）


